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研究成果の概要（和文）：未固定屍体に対して動脈・静脈造影を行って、顔面の静脈解剖観察を行った。顔面の
還流経路は主に顔面静脈、深顔面静脈、眼角静脈、頬骨側頭静脈であった。また静脈は皮膚浅層で多角形の静脈
網を形成し、深層の静脈に向かって階層構造をとっていた。各階層構造間には3種類の静脈弁が存在し、静脈血
の浅層への逆流を強力に防止していた。顔面において太い動脈と静脈の走行経路は基本的に異なっていたことを
明らかにした。

研究成果の概要（英文）：We examined fresh cadavers to elucidate the detailed venous drainage 
architecture of the face. The main venous drainage pathway of the face was primarily the facial, 
deep facial, angular, and zygomatic-temporal vein. In the superficial layer of the skin,  polygonal 
venous network was observed. There were three kinds of venous valve to prevent venous reflex. 
Basically, the vein did not accompany the artery in the region.

研究分野：形成外科学、解剖学、再生医療
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１．研究開始当初の背景 
顔面の血液供給路（動脈系）の解剖に関し

ては、これまでに多数の報告がなされている。

しかし血液還流路（静脈系）の解剖に関する

報告はごく僅かである。例えば未固定屍体を

用いた顔面の静脈解剖に関する報告は、国外

では Taylor（I.Taylor et.al. PRS,1990、

2000）の施設から 2編があるのみである。研

究代表者が以前に所属していた慶應義塾大

学形成外科学教室では解剖学教室と共同で

1995 年から未固定屍体を用いた動脈造影に

よる解剖研究を進めてきた。2000 年からは、

より薄い皮弁や皮下組織のみの皮弁等、皮弁

の改良を目的に動脈系解剖だけではなく静

脈系解剖も開始した。まだ文献的考察の少な

い顔面の血液還流経路について解析しよう

と考えた。 

また、これまで血管解剖は、直径数ｍｍ以

上の太い血管や逆に顕微鏡で見る毛細血管

などのミクロレベルのことは多くの研究が

なされているが、皮膚皮下組織内の血管は、

丁度マクロとミクロの中間のレベルのもの

であり、この太さの血管解剖の研究は少ない。

したがって、皮膚皮下組織内での動脈系およ

び静脈系を詳細にかつ３次元的に観察する

ことは人体における血管構築の全体像を把

握するために解剖学上重要であり、形成外科

学の発展にも欠かせないと考えた。 

 
 
２．研究の目的 
本研究では慶應義塾大学の解剖学教室に

献体される未固定屍を用いてヒト顔面全体

の血液還流経路をより詳細に解析すること

を目的とした。具体的には、顔面の（1）静

脈の走行経路を 2 次元的に解明し、（2）3 次

元的な静脈走行を確認し、（3）静脈弁の位置、

方向性を確認し、（4）vasa vasorum を含めた

動脈と静脈の相互関係を明らかにすること

とした。 

 
 

３．研究の方法 
未固定屍体に対して、動脈系・静脈系の同

時造影を行い、血液還流経路を解明する。動

脈造影には橙色に染まる四酸化三鉛を用い

る。静脈造影は顔面皮膚皮下組織を挙上後に、

白色に染まるゼラチン加バリウムを用いる。

静脈造影は、24Ｇサーフロー針や 34Ｇ注射針

を用いて逆行性に行う。 

その後、顕微鏡下に脂肪組織を丁寧に除去

して静脈を剖出する。小静脈を可能な限り温

存し、マクロレベルでの静脈走行を明らかに

する。またミクロレベルの観察として、動脈

系と静脈系の vasa vasorum を介した相互関

係を追究し、新たな血液還流経路の解明を行

う。さらに皮膚直下における小静脈の形態を

とらえ、血液還流経路の階層構造についての

概念を構築する。静脈の階層構造については、

軟Ｘ線撮影装置（softex）を用いたステレオ

撮影を行い、更に詳しく立体的な解析を加え

る。ここで、軟Ｘ線撮影で憩室用突起として

描出される静脈弁の位置を確認し、血液還流

経路の方向性を分析する。 

以上の行程を通して顔面の静脈形態を解明

して、血液の還流経路を総合的に解析する。 

 
 
４．研究成果 

以下の（1）-（4）の如く、顔面の静脈還

流経路の全体像の確認を行うことが出来た。 

（1）研究代表者が肉眼観察を行った全て

の屍体の眉間部において、両目の眼角静脈を

交通する太い静脈を確認した。また前額部か

ら眉間部にかけて、静脈は基本的に頭尾側方

向に走行していることを確認した。さらに両

眼の眼角静脈付近に、それぞれ 1本の太い上

行静脈が合流していることを確認した。眼窩

周囲には目を取り巻くように太い静脈網が

存在した。この眼窩周囲の静脈網は眼窩上横

静脈、眼角静脈、顔面静脈で構成されていた。

この眼窩周囲静脈の外側にある頬骨側頭静

脈から鼻唇溝付近の顔面静脈にかけて頬静



脈（仮称）が存在した。この静脈は必ずしも

太くはなく、描出が困難な検体も存在した。

この頬静脈は鼻唇溝付近で顔面静脈に合流

していた。口唇周囲を取り巻く静脈の存在も

確認できた。これらの静脈の主な還流経路は、

顔面静脈、深顔面静脈、眼角静脈、頬骨側頭

頭静脈と考えられた。 

（2）眉間や前額における太い上行静脈の

末梢では、皮膚に近い浅層において多角形の

静脈網(polygonal venous network)が形成さ

れていることを確認した。この多角形静脈網

から浅層の皮下に向かって多数の細かい小

上行静脈が立ち上がっていた。これらの構造

から、顔面の静脈網は基本的に階層構造をな

していると考えられた。 

（3）顔面の静脈において、各階層間では

軟X線撮影で憩室用に映し出される憩室様の

静脈弁が存在することを確認できた。この静

脈弁はそれぞれの階層間に存在し、大別する

と 3種類に分けることが出来た。これら 3種

類の静脈弁の存在によって、静脈血の浅層方

向への逆流を強く防止していると考えられ

た。 

（4）顔面において太い動脈と静脈は眼角

部以外では基本的に互いに独立した走行を

していた。例えば滑車上動脈には伴走静脈は

存在せず、代わりに動脈外膜に細かく発達す

る vasa vasorum が存在することを確認した。

この vasa vasorum は真皮に向けて直接立ち

上がる小上行静脈や、多角形静脈網との間に

交通枝を有していた。 
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